
　

蓮
通
信
27
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
今
年
も
会
運
営
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

内
田
又
夫
顧
問
が
九
月
六
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
蓮
通
信

26
号
発
行
の
す
ぐ
後
で
し
た
の
で
、
報
告
が
遅
れ
ま
し
た
こ

と
を
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
内
田
顧
問
に
は
当
会
が
発
足

し
た
時
に
は
、
理
事
に
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
は
顧
問
に
就
任

し
て
い
た
だ
き
、
ご
指
導
を
賜
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

内
田
顧
問
は
昭
和
初
期
ま
で
蓮
の
名
所
で
あ
っ
た
、
京

都
洛
南
の
巨
椋
池
跡
地
か
ら
幼
芽
や
蓮
の
実
を
収
集
し
て

育
成
し
て
来
ま
し
た
。
そ
の
数
は
約
50
品
種
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ご
自
分
で
20
品
種
ほ
ど
作
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
内

田
顧
問
が
収
集
し
た
蓮
や
、
作
出
し
た
蓮
を
育
成
さ
れ
て

い
る
会
員
各
位
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
近

年
各
地
で
蓮
の
花
が
、
夏
の
花
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
の
礎
を
築
い
た
の
が
内
田
顧
問
で

す
。
心
よ
り
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。　

第
八
回
蓮
文
化
研
究
会
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

日
時　

二
〇
〇
六
年
一
月
二
十
九
日
（
日
）

　
　
　

開　

場　
　

午
後
１
時

　
　
　

総
会
開
催　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　

引
き
続
き
蓮
の
情
報
交
換
会
。　

場
所　

豊
島
区
立
勤
労
福
祉
会
館　

六
階
第
七
会
議
室　

　
　
　

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
二
‐
三
七
‐
四

　
　
　

電
話　

０
３
‐
３
９
８
０
‐
３
１
３
１

懇
談
会　

17
時
頃
よ
り
池
袋
駅
近
く
の
居
酒
屋
に
て
、
新

　
　
　

年
懇
談
会
を
開
き
ま
す
の
で
ご
参
加
下
さ
い
。

　
　
　

会
費　

三
、〇
〇
〇
円
（
懇
談
会
）

　
　

＊
総
会
お
よ
び
懇
談
会
に
ご
出
席
の
方
は
同
封
葉
書

　
　
　

で
１
月
25
日
ま
で
事
務
局
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　

＊
総
会
に
ご
欠
席
の
方
は
１
月
25
日
ま
で
、
同
封
の

　
　
　

委
任
状
に
ご
記
入
の
上
、
ご
返
送
下
さ
い
。

　

総
会
に
は
多
く
の
方
の
出
席
を
願
っ
て
い
ま
す
。
会
員

の
方
で
ま
だ
お
会
い
し
た
こ
と
が
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
特
に
東
京
近
県
の
方
で
、
お
時
間
の
都
合
の
つ

く
方
は
、
ご
多
忙
と
は
存
じ
ま
す
が
、
ご
出
席
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

『
蓮
文
化
だ
よ
り
10
号
』
２
０
０
６
年
１
月
末
発
行
予
定

　

会
員
各
位
に
原
稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
『
蓮
文
化
だ
よ

り
10
号
』
は
、
一
月
末
に
発
行
予
定
で
編
集
中
で
す
。
今

回
は
20
名
の
方
か
ら
原
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

王
先
生
か
ら
は
内
田
顧
問
蓮
園
で
の
観
蓮
会
の
心
情
を

詠
ん
だ
漢
詩
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

版
形
、
ペ
ー
ジ
数
は
例
年
ど
お
り
、
A4
版
、
40
ペ
ー
ジ
、

オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で
す
。
発
送
は
一
月
末
の
予
定
で
す
。

新
会
員
紹
介
（
９
月
〜
12
月
に
入
会
さ
れ
た
方
）

　

土
肥
哲
英　

〒
二
〇
一
‐
〇
〇
〇
三

　
　

東
京
都
狛
江
市
和
泉
本
町
３
‐
３
６
‐
３

　
　

電
話　

０
３
‐
３
４
８
８
‐
０
２
２
７

　

松
田
英
男　

〒
二
七
〇
‐
〇
一
一
四

　
　

千
葉
県
流
山
市
東
初
石
５
‐
１
４
８

　
　

電
話　

０
４
‐
７
１
５
４
‐
２
１
９
１

　

阿
部
眞
明　

〒
〇
二
一
‐
〇
一
〇
二

　
　

岩
手
県
一
関
市
萩
荘
字
堂
の
沢
１
８
番
地

　
　

電
話　

０
１
９
１
‐
２
９
‐
７
２
５
０

　

河
原
地
佳
子　

〒
一
五
五
‐
〇
〇
三
二

　
　

東
京
都
世
田
谷
区
代
沢
４
‐
２
３
‐
７

　
　

電
話　

０
３
‐
４
３
１
４
‐
０
４
９
２

　

建
入
ひ
と
み　

〒
一
五
二
‐
〇
〇
三
五

　
　

東
京
都
目
黒
区
自
由
が
丘
２
‐
９
‐
２
３

　
　

電
話　

０
３
‐
５
７
０
１
‐
８
１
７
０

　
　

FA
X　

 

０
３
‐
５
７
０
１
‐
８
０
９
１

　
　

M
ail　

tachiiri@
h

‐intl.co.jp
　
　

U
RL    http://w

w
w
.h

‐intl.co.jp

　

東
美
津
代　

〒
三
五
〇
‐
一
二
五
五

　
　

埼
玉
県
日
高
市
武
蔵
台
２
‐
２
５
‐
４

　
　

電
話　

０
４
２
９
‐
８
２
‐
１
１
７
７

十
二
月
十
五
日
現
在
の
会
員
数
は
百
七
十
一
名
で
す
。

第
三
回
栃
木
花
蓮
展
開
催　

　

蓮
文
化
研
究
会
主
催
栃
木
花
蓮
展
が
、
今
年
も
10
月
29
日

〜
31
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
宇
都
宮
放
送
局
１
Ｆ
Jre
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
応
募
点
数
は
133
点
、
最
優
秀
賞
は
栃
木
勇
氏
の

「
優
美
な
蓮
」
で
し
た
。
審
査
員
の
先
生
方
、
後
援
、
協

賛
い
た
だ
い
た
各
社
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
黄
蓮
を
観
る

　

池
上
正
治
理
事
が
七
月
下
旬
、
蓮
関
係
者
で
は
阪
本
祐
二

氏
以
来
、
三
十
年
ぶ
り
に
ア
メ
リ
カ
の
野
生
、
自
生
の

ア
メ
リ
カ
黄
蓮（N

elum
bo lutea)

を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

阪
本
祐
二
氏
は
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
バ
ー
ジ
ニ
ア
・
ビ
ー
チ

の
黄
蓮
で
し
た
が
、
池
上
理
事
は
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州

シ
カ
ゴ
市
の
近
く
ポ
ー
テ
ジ
町
の
湖
に
咲
く
大
型
の
黄
蓮

で
す
。
現
地
で
は
蓮
に
名
前
が
つ
い
て
お
ら
ず
、
黄
蓮
と

呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ポ
ー
テ
ジ
の
ア
メ
リ
カ
黄
蓮

は
、
太
陽
が
傾
く
夕
方
ま
で
花
が
閉
じ
ず
に
咲
い
て
い

る
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
十
月
二
日
の
蓮
文
化
研
究
会

例
会
で
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

写
真
集
『
は
す
は
な
』
河
原
地 

佳
子 

著

　

新
会
員
の
河
原
地
さ
ん
が
、
南
越
前
町
で
撮
影
し
た
、

小
型
本
（
120
×
120
）
の
写
真
集
を
上
梓
し
ま
し
た
。
定
価
819
円

問
合
せ 　

Tel 

０
７
５
‐
７
２
１
‐
５
７
５
５
（
青　

社
）

　　は す は な

　発行所　株式会社青　社
　FAX 075-722-3995
　http://web.kyoto-inet.or.
　jp/org/s-s-s/



　

去
る
８
月
17
日
〜
24
日
に
か
け
て
、
再
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
訪

れ
た
。
シ
ド
ニ
ー
ま
で
の
９
時
間
、
時
差
一
時
間
は
慣
れ
に
よ
り

快
適
な
空
路
に
な
っ
た
。
今
回
、
東
側
の
地
域
を
回
っ
た
が
、
雨

が
少
な
く
爽
快
な
気
候
に
恵
ま
れ
た
。
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
と
、
日

本
同
様
に
左
側
車
線
な
の
で
苦
に
な
ら
な
い
が
、
20
倍
以
上
の
国

土
を
否
応
な
く
実
感
さ
せ
ら
れ
る
。
広
大
な
砂
漠
と
ユ
ー
カ
リ
の

木
が
何
種
も
あ
っ
て
、
景
色
は
全
く
趣
を
異
に
し
て
い
る
。

　

こ
の
辺
は
湿
地
帯
が
無
く
、
蓮
の
自
生
は
無
理
。
カ
カ
ド
ゥ
・
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
パ
ー
ク
の
ア
ー
ネ
ム
ラ
ン
ド
と
の
東
側
境
界
、
ア
リ
ゲ

ー
タ
ー
川
の
南
部
や
北
側
の
キ
ャ
サ
リ
ン
川
周
辺
に
自
生
し
て
い

る
。
西
側
に
100
㎞
程
離
れ
た
ダ
ー
ウ
イ
ン
地
域
、
ク
イ
ン
ズ
ラ
ン
ド

州
の
北
側
等
に
も
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
蓮
は
、
北
部
の
中
心

か
ら
、
東
に
約
500
㎞
、
南
北
に
250
㎞
程
の
範
囲
に
分
布
し
て
い
る
。

　

公
園
以
外
は
極
め
て
交
通
の
便
が
悪
く
、
蓮
が
観
ら
れ
る
３
月

か
ら
11
月
に
か
け
て
は
、
天
候
も
不
順
ら
し
い
。
原
住
民
も
入
ら

な
い
地
域
の
湿
地
帯
が
か
な
り
点
在
す
る
よ
う
で
、
他
に
も
自
生

の
可
能
性
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

図
書
館
や
書
店
を
回
っ
て
み
る
と
、
蓮
が
載
っ
て
い
る
、John 

Brock

著
の
「
北
方
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
自
生
植
物
」
を

発
見
、
入
手
し
た
。 

そ
の
264
頁
を
読
む
と
興
味
深
い
の
は
、
ア
ボ

リ
ジ
ニ
ー
（
原
住
民
／
金
髪
も
い
る
）
が
、
蓮
根
や
蓮
の
実
を
食

用
に
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
茎
や
蓮
根
の
汁
を
薬
用
に
も
用
い
て

い
る
、
と
の
記
述
で
あ
る
。
特
に
面
白
い
の
は
、
蓮
の
実
を
挽
き

粉
に
し
パ
ン
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
つ
い
、
そ
れ
で
は
分

量
が
足
り
な
い
の
で
は
、
と
思
っ
て
仕
舞
う
。

　

蓮
を
通
じ
て
見
て
も
分
か
る
が
、
世
界
標
準
の
白
人
社
会
は
、

ケ
ル
ト
文
化
を
離
れ
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
文
化
を
全
く
受
け
継
い
で
い

な
い
。
ア
ジ
ア
人
以
外
に
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
原
住
民
は
、
植

民
地
政
策
の
片
隅
で
、
蓮
文
化
を
維
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

蓮
の
系
統
は
基
本
的
に
、
東
洋
の
赤
色
と
ア
メ
リ
カ
の
黄
色
で

あ
る
（
白
系
は
赤
系
の
亜
種
）。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
は
黄

蓮
と
ど
の
様
に
係
わ
っ
て
い
た
か
、
今
後
の
研
究
が
待
た
れ
る
。

　
「N
A
TIV
E PLA

N
TS

」（
北
方
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
自
生

植
物
）
掲
載
の
写
真
を
み
る
と
、
東
洋
種
の
赤
い
蓮
と
ほ
ぼ
同
等

の
形
状
で
あ
る
が
、
実
（
同
一
品
種
に
な
ら
な
い
）
に
よ
ら
ず
、

蓮
根
で
栽
培
を
試
み
な
い

限
り
形
質
が
解
ら
ず
、
黄
蓮

と
同
様
、
ま
だ
日
本
に
蓮

根
が
入
っ
て
い
な
い
た
め
、

東
洋
種
の
よ
う
に
生
育
上

の
特
性
が
掴
め
て
い
な
い
。

　

以
下
、
原
文
及
び
翻
訳
。

植
物
分
類

　

ハ
ス
科
ハ
ス
属
（
学
名
）　

ハ
ス
種
（
英
名
）

習
性

　

多
年
生
の
水
生
植
物
で
あ
っ
て
、
水
下
に
隠
れ
た
地
下
茎
か
ら

発
生
す
る
。
葉
と
花
は
水
上
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

葉
　

30
㎝
〜
75
㎝
と
大
き
く
、
な
め
ら
か
で
、
丸
い
形
状
で
あ
る
。

青
緑
色
で
、
は
っ
き
り
と
し
た
葉
脈
が
中
心
か
ら
放
射
状
に
広
が

る
。
50
㎝
〜
150
㎝
の
直
立
し
た
、
棘
だ
ら
け
の
茎
に
よ
っ
て
、
水
面

よ
り
も
上
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

花
　

目
立
っ
て
大
き
く
、
良
い
香
り
で
あ
る
。
花
弁
は
濃
い
ピ
ン
ク

色
で
、
中
央
の
花
托
は
黄
色
。
直
径
15
㎝
〜
25
㎝
の
単
独
房
で
、

棘
だ
ら
け
で
直
立
し
た
高
さ
２
m
の
茎
に
よ
っ
て
、
水
面
よ
り
も

上
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

果
実

　

長
さ
２
㎝
の
長
円
形
を
し
て
お
り
、
堅
く
な
め
ら
か
な
木
の

実
の
よ
う
な
果
物
で
（
し
ば
し
ば
種
子
と
混
同
さ
れ
る
）、
頂
上

に
あ
る
直
径
6
㎝
〜
12
㎝
の
暗
い
灰
色
を
し
た
コ
ー
ン
の
状
の

木
質
容
器
の
多
数
の
空
洞
に
あ
る
。
記
録
で
は
、
５
月
か
ら
８
月

の
水
上
に
支
え
ら
れ
た
、
非
常
に
大
き
い
丸
い
葉
と
、
大
き
く

壮
観
な
ピ
ン
ク
の
花
が
水
上
に
支
え
ら
れ
、
そ
れ
が
結
実
す
る

特
徴
を
も
つ
水
生
植
物
。

開
花
期
間　

３
月
か
ら
11
月　

結
実
記
録　

５
月
か
ら
８
月

環
境

　

低
地
湿
地
、
淡
水
の
潟
、
沼
の
中
あ
る
い
は
自
然
湖
の
水
で
、

数
メ
ー
ト
ル
の
水
中
、
黒
粘
土
の
土
壌
。
原
住
民
の
利
用
者
は
、

塊
根
と
種
子
を
生
あ
る
い
は
料
理
し
て
食
用
に
す
る
。
種
子
は

未
開
地
で
の
パ
ン
用
に
挽
い
て
粉
に
し
た
。
葉
茎
か
ら
採
れ
る

粘
液
性
の
液
は
、
疾
病
や
下
痢
の
治
療
に
使
用
し
た
。

メ
モ

　

広
く
海
外
で
食
物
と
薬
の
目
的
の
た
め
に
使
わ
れ
た
。
種
子

は
、
と
て
も
長
寿
命
で
あ
る
と
さ
れ
、
２
３
７
年
後
の
発
芽
と

い
う
記
録
が
あ
る
。

分
布
（ 

地
域 

）

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
キ
ャ
サ
リ
ン
、
ダ
ー
ウ
イ
ン
、
ア
リ
ゲ
ー
タ

ー
リ
バ
ー
、
ク
ィ
ン
ズ
ラ
ン
ド
）、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ボ
ル
ネ
オ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
日
本
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
南
部
ロ
シ
ア　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

                    　
　
　

訳
・
千
島
秀
元

西オーストラリア州

南オーストラリア州

クイーンズランド州

ニューサウス
　ウェールズ州

タスマニア州

ノーザン
テリトリー準州

ダーウイン

カカドゥ
　国立公園

ヴィクトリア州

シドニー市 ● 

キャンベラ市 ● 

カカドゥ
　国立公園

キャサリン川

ア
リ
ゲ
ー
タ
ー
川①

ダーウイン→

カカドゥ
　国立公園

南半球に位置するので、
北側が赤道に近く高温


